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宮崎河川国道事務所 河 川 部

霧島山（新燃岳）噴火に伴う土砂災害に関する緊急調査の結果について

１月２６日から霧島山（新燃岳）の噴火活動が活発になり、現地において相当程度の

降灰が確認されていることから、土砂災害に関する緊急調査を実施していましたが、今

般、解析結果がまとまりましたので、関係市町村及び県等へ情報提供します。

１ 緊急調査の概要

火山灰の噴火により、土石流による被害のおそれが高まっている渓流について、そ

の想定氾濫区域を調査・解析するとともに、避難のための参考となる雨量基準を検討

、 、 。し 関係市町村等へ情報提供することにより 避難勧告等の判断を支援するものです

２ 緊急調査の実施体制

九州地方整備局と独立行政法人土木研究所が調査を実施しました （別紙－１）。

３ 緊急調査結果

調査結果は、それぞれ以下の通りです。

・緊急調査結果の概要（別紙－２）

・降灰調査結果（別紙－３）

・降灰により土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流の抽出結果

（別紙－４）

・降灰により土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流の想定氾濫区

域の例（別紙－５）

・避難のための参考となる雨量基準（別紙－６）

お問い合わせ先

国土交通省河川局砂防部砂防計画課地震・火山砂防室

室長 山口真司（内線３６－１５１）

課長補佐 越智英人（内線３６－１５２）

代表 ０３－５２５３－８１１１

直通 ０３－５２５３－８４６８

※現地取材の問い合わせ先

九州地方整備局 河川部 建設専門官 池浦光文（内線３６２０)

建設専門官 瀧口茂隆（内線８９３６１８）

代表 ０９２－４７１－６３３１

直通 ０９２－４７６－３５２３



別紙－１ 

 

緊急調査の実施体制 

 

○ 調査期間 

平成２３年１月２７日～２月３日 

 

○ 各機関の参加人数（延べ人数） 

九州地方整備局    ７名 

宮崎河川国道事務所  ２７名 

雲仙復興事務所    ８名 

川辺川ダム砂防事務所  １３名 

大隅河川国道事務所  １３名 

独立行政法人土木研究所  １２名 

計    ８０名 

 



別紙－２

緊急調査結果の概要

緊急調査は以下の流れで実施しています。

（１）降灰調査（平成２３年１月２７日～２９日）

ヘリコプターによる上空からの調査により降灰範囲を確認し、地上調

査により１２８地点で降灰状況を調査し、１月２９日時点での降灰分布

と降灰量（堆積重量から換算した層厚）を把握しました（別紙－３ 。）

（２）降灰により土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流の

抽出（１月３０日）

降灰調査による降灰分布に基づき、噴火により、土石流危険渓流の流

域のおおむね５割以上の面積で、火山灰が１ｃｍ以上の厚さで堆積して

いると推計される土石流危険渓流を抽出しました（別紙－４ 。）

（３）降灰により土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流の

想定氾濫区域の解析（１月３１日～２月３日）

抽出された土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流

において、数値氾濫シミュレーションにより土石流の氾濫によって被害

がおこるおそれのある区域を解析しました（別紙－５ 。）

（４）避難のための参考となる雨量基準

噴火後に土石流を発生させた過去の降雨データを参考とすると、

４ｍｍ／ｈ以上の強度の降雨が予測される際には （２）で抽出された、

土石流発生のおそれの高い渓流においては土石流の発生が切迫している

と判断されることから 避難勧告等を発する上での参考にして下さい 別、 （

紙－６ 。）

なお、雨量基準については、今後の降雨と土石流の発生実績に応じて

見直しを行う予定としています。

なお、上記以外の、降灰調査の結果、降灰厚さが１ｃｍ未満の範囲内に位置

する土石流危険渓流においても、通常の降雨量より少ない降雨により土石流が

発生するおそれがあります。
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別紙－３
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降灰調査状況(H23.1.28)

調査地点数：１２８地点
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▲ 霧島山（新燃岳）

平成23年1月28日～29日に実施した
降灰調査結果に基づく降灰量（換算
した層厚）１cmの範囲

ヘリ調査等から1cm以上の降灰の
範囲と推計される範囲

土石流危険渓流

降灰により土石流による被害のおそれ
が高まっている土石流危険渓流

県境

市町村界

別紙－４

三股町

霧島市

小林市

えびの市湧水町

曽於市

新燃岳

２ｋｍ

３ｋｍ

４ｋｍ

降灰により土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流の抽出結果
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番号 土石流危険渓流渓流番号 渓流名

1 04-202-1-017 東田野谷

2 04-202-2-020 望原谷１

3 04-202-2-021 望原谷２

4 04-202-2-022 望原谷３

5 04-202-2-023 中山谷２

6 04-202-2-504 馬渡川２

7 04-202-2-505 横尾川１

8 04-202-2-506 横尾川２

9 04-202-2-507 横尾川３

10 04-202-2-508 東牛ノ脛

11 04-344-1-503 古江川３

12 04-344-1-504 古江川４

13 04-344-1-505 城ヶ尾川２

14 04-344-1-506 下是位川内川１

15 04-344-1-507 下是位川内川４

16 04-344-1-508 浜之段川

17 04-344-1-509 瀬之口川

18 04-344-1-511 石風呂川１

19 04-344-1-512 山田川

20 04-344-2-501 池之原川

21 04-344-2-502 上是位川内川

22 04-344-2-503 上椎屋川

23 04-344-2-504 石風呂川２

24 04-344-2-506 石風呂川３

25 04-344-2-507 修行川

26 04-344-2-508 和田ノ上川７

27 04-344-2-509 和田ノ上川８

28 04-344-2-510 和田ノ上川６

29 05-361-1-503 祓川

30 05-361-2-503 御池川１

31 05-361-2-504 皇子川１

32 05-361-2-505 皇子川２

33 04-344-1-510 平山川

34 04-202-2-014 武床谷

35 04-202-1-015 荒襲谷
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降灰により土石流による被害のおそれが高まっている土石流危険渓流の想定氾濫区域の例                                別紙－５ 

 

土 石 流 想 定 氾 濫 区 域 図   

土石流危険渓流名：東田野谷 

 凡 例  

土石流想定氾濫区域  留意事項 

 この土石流想定氾濫区域図は、土石流危険渓流「東田野谷」が霧島山新燃岳の平成 23 年 1 月 26 日の噴火にともなう降灰により、

降雨による土石流の発生が急迫した状況になっていることに鑑み、1 月28日～29日に緊急的に降灰状況を調査し、雨が降った場合

に発生する土石流により被害が生じるおそれのある区域を、以下の条件のもとで数値氾濫シミュレーションにより示したものです。 

○数値氾濫シミュレーションの前提条件 

 想定降雨条件：AMeDAS 霧島御池雨量観測点における過去最大の 24 時間降雨（438 mm（1993/8/1）） 

 地形の条件：国土地理院発行の基盤地図情報数値標高モデルから作成した概ね 50m 間隔の標高データ 

 氾濫範囲設定条件：粒径 2mm 以上の土石が水と一体となって到達しうる範囲 
なお、数値氾濫シミュレーションでは、概ね 50m 間隔の標高データで氾濫域の地盤高を表しており、橋梁、築堤、水路等の地物の形状が正確に再現さ

れていない場合があります。 

1



別紙－６ 

避難のための参考となる基準雨量 

 

噴火後に土石流を発生させた過去の事例（平成１２年有珠山噴火、平成１２年三宅島噴火、平成３年

雲仙岳噴火）の降雨データを参考にすると、土石流が発生した降雨のうち、雨量の下限値としては、三

宅島において４ｍｍ／ｈの降雨で土石流が発生した事例があります。したがって、４ｍｍ／ｈ以上の強

度の降雨が予測される際には、土石流による被害のおそれの高まっている土石流危険渓流において、土

石流の発生が切迫していると判断されます。なお、雨量基準については、今後の降雨と土石流の発生実

績に応じて見直しを行う予定としています。 
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＊ 土石流の発生を警戒すべき基準となる降雨強度

降灰を伴う噴火活動期間

基準*
（現在）

基準*
（噴火前）

土石流が発生した降雨の降雨強度
（60分間雨量）

噴火により低下

2008年2月 噴火前相当の基準*に変更。
以降、現在まで災害はなし

既往最大の降雨（最大24時間：427mm）
による土石流（4渓流）
（2007年 台風20号による）

氾濫被害あり

被害なし

2000年9月～2005年2月 全島避難

 

 

 

 

 

図１ 三宅島の土石流発生状況と発生時の降雨強度（６０分間雨量）の関係  

（伊豆諸島土砂災害策検討委員会 第１５回三宅島土石流・泥流部会 討議資料

（２００８（平成２０）年２月４日）に加筆。東京都提供）  

図２ 雲仙・普賢岳の土石流発生状況と発生時の降雨強度（６０分間雨量）の関係 

（第１回雲仙・普賢岳火山砂防計画検討委員会資料より） 

４ｍｍ/ｈで発生 


